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［はじめに］
　読売新聞大阪発刊60周年記念共催事業として、平成24年度から「食with プロジェクト」
を展開している。健康な生活を送るために欠かすことができない「食」について市民ととも
に考えていくことを目的に、「食材に触れる」、「調理を行う」、「料理を食べる」など、様々
な角度から食に関するイベントや紙面特集による継続的な食育の普及啓発を行うものである。
その中で、平成25年度に高校生が作る朝ごはん「第 1回�食 with レシピ甲子園コンテスト」
が始まり、本年度で第 4回目を迎え、年々応募者が増えている。
主　　催：読売新聞社
共　　催：京都女子大学栄養クリニック
後　　援：文部科学省、農林水産省近畿農政局、京都市教育委員会
応募者・受賞の経過
　　　第 1回（平成25年度）応募者1346名、個人賞 7作品、団体賞18校
　　　第 2回（平成26年度）応募者2316名、個人賞 8作品、団体賞19校
　　　第 3回（平成27年度）応募者4168名、個人賞 8作品、奨励賞 9作品、団体賞11校
　　　第 4回（平成28年度）応募者4843名、個人賞 8作品、奨励賞 7作品、団体賞10校

◇食with プロジェクト─レシピ甲子園コンテスト─
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［応募から表彰式までの経過］
本年度のレシピ甲子園コンテストの主な実施内容と広報記事を下記に示す。

　「食を通して、家族を笑顔に」をキーコンセプトとし、高校生を対象としたレシピコンテ
スト「第 4回食with レシピ甲子園」を開催し、全国から昨年度より多い4843作品の応募が
あった。家族や自分の健康を考え、慌ただしい朝に簡単に作ることのできる栄養バランスの
よい朝ごはんのオリジナルレシピを募集した。料理の特徴、家族などに食べてもらった感想
文と、①テーマとの合致、②栄養価と食材の生かし方、③新規性・独創性、④再現性（ 3人
分レシピの適切な記載）、⑤60分以内での調理完成度、⑥味・食べやすさ・食感を 5点× 6
の30点満点で評価した。
　高校生らしい作品名が多く、「忙しい両親や野菜嫌いの家族、祖父母のために」などと家
族のことが考えられていた。また、朝ごはんの重要性をしっかりと捉え、野菜を使って不足
しがちな栄養が摂れ、簡単に作ることができ食べやすい料理など、評価すべき作品が多かっ
た。しかしその反面、使用材料の重量に明らかな誤りがあったり、調味料はすべて適量と記
載されたり、仕上がりの状態がわからないものもあった。二次審査は一次審査で選出された
90作品の中から15作品を選び、その中から、最終審査対象となる 8作品を選出。惜しくも最
終作品に漏れた 7つの作品を奨励賞とした。

第 4回「食with レシピ甲子園」の実施内容 新聞掲載日・企画実施日・実施場所 備　考

・レシピ甲子園第 1回～第 3回受賞作品集
「RECIPES」�発行

Ｈ28年 4 月 制作／読売新聞社
全国高等学校
1740校に配布

・全国高等学校1740校にレシピ募集DM発送 　　　　　　　　　Ｈ28年 4 月25日 応募申請用紙発送

・第 4回レシピ甲子園記事掲載
「高校生の思いがこもった朝ごはんレシピ
を募集中」

読売新聞　　　　　Ｈ28年 6 月 5 日
（東京本社版・中部支社版）

社告
（p. 4 下段参照）

・レシピ甲子園記事掲載「あなたの自慢の朝
ごはんレシピお待ちしています」

　 1号～ 3号

読売新聞　　　　Ｈ28年 7 月 9 日号
� 7 月23日号、 7月30日号

募集要項
募集要項・広報

・全国高校生から作品応募 〆切　　　　　　　Ｈ28年 9 月23日 応募者4843名

・「レシピ甲子園」応募作品一次審査
・「レシピ甲子園」応募作品二次審査

Ｈ28年 9 月下旬～10月上旬
Ｈ28年11月中旬

90作品選出
個人賞、奨励賞、
団体賞の選出

・「レシピ甲子園 8作品」の最終審査会およ
び個人賞・団体賞の表彰式

Ｈ28年12月11日　　　　10時～17時
審査会：Ｂ211、HACCP食堂
表彰式：Ｒ研究所棟 3Ｆ多目的室

最終審査・表彰式
高校からの参加者
39名

・「レシピ甲子園」結果特集号 読売新聞大阪本社版
Ｈ29年 1 月 4 日

審査結果広報記事
（p. 8 下段参照）

・http://www.yomiuri-osaka.com/shokuwith/report.html にて関連情報掲載
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［審査会・栄養クリニック施設見学］
日　　　　時：平成28年12月11日（日）　11：00～14：15
審　　査　　員：�京料理「木乃婦」三代目　高橋拓児氏、読売新聞大阪本社広告局第一部部長　

西村まなみ氏、栄養クリニック指導教員　中山玲子・今井佐恵子、副栄養ク
リニック長　木戸詔子

実 施 内 容：�審査会当日、60分以内で 3人分のレシピの再現を実施。完成した作品を前に、
自己ＰＲ・審査員からの質疑応答を行い、その後審査に入った。表彰式まで
の時間、Ｒ研究所棟　栄養クリニック 2Ｆに場所を移し、栄養クリニック長
から栄養クリニックの設置目的と活動実態についての紹介を行った。

場所・参加者：下記の通り

場　所 参加者

開 会 式 京都女子大学Ｂ校舎Ｂ114 最終審査対象の 8名と付き添いの家族、高
校教諭39名参加、審査会開催関係者

実技会場 Ｂ校舎調理学第 3実習室Ｂ203 運営担当者：食物栄養学科の実験助手 1名、
LS 1 名、大学院生 1名、学部学生 1名

審査会場 Ｂ校舎給食経営管理実習室Ｂ211 審査員 5名、審査対象 8名

最終審査会での調理の様子：60分以内で 3人分のレシピを再現

最終審査会での自己PRの様子



─　─7

［表 彰 式］
日　　時：平成28年12月11日（日）　15：20～16：20
場　　所：Ｒ研究所棟　栄養クリニック 3Ｆ
参　加　者：高校生とその家族・高校教諭39名、京都女子学園および読売新聞社関係者
実施内容：�プレゼンターの京料理「木乃婦」三代目�高橋拓児氏、本学学長、栄養クリニッ

ク長、読売新聞大阪本社広報局第一部部長より、受賞の方々に表彰状と賞金、記
念品が贈呈され、最終審査の 8作品に対して各審査員からコメントがあった。

（下記に示す個人賞 8作品および団体賞10校の詳細については前述に示したHPを参照）�
最優秀賞・文部科学大臣賞
　「忙しいでしょうが、チキンと食べてって！」　松尾　彩加　お茶の水女子大学附属高等学校 1年

京都女子大学優秀賞�
　「朝から元気＆笑顔になれるワンプレートモーニング」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠木　愛佳　山口県立厚狭高等学校 2年

和食賞
　「パパッと脳活朝ごはん」　　　　　　　樋口日向子　東京家政大学附属女子高等学校 3年

優秀賞（ 5名）
　「大豆いっぱいもちもちパンケーキプレート」　入口　祐名　京都府立鴨沂高等学校 2年
　「さっぱり冷汁うどん」　　　　　　　　塩田　愛子　お茶の水女子大学附属高等学校 1年
　「食欲促進、栄養たっぷり朝ご飯」　　　戸畑　朱音　東筑紫学園高等学校 3年
　「おにぎり朝ごはん」　　　　　　　　　堀江　咲季　京都府立福知山高等学校 3年
　「体あったか　スープごはん」　　　　　山田海り乃　奈良女子大学附属中等教育学校 4年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高校 1年）

表彰式後の記念撮影



─　─8

奨励賞（ 7名）
　「健康第一！　疲れを癒す朝ご飯」　　　新井　萌子　東京家政大学附属女子高等学校 3年
　「サンド（三度）美味しいさっぱり朝ごはん」　遠藤久美香　お茶の水女子大学附属高等学校 1年
　「いつもお世話になっている両親に作りたい朝ごはん」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下尾　美鈴　和洋九段女子高等学校 1年
　「The�和食の朝食」　　　　　　　　　　荻野　美月　兵庫県立篠山産業高等学校 3年
　「会話も心も弾む！　朝ごはん」　　　　関　　萌香　群馬県高崎女子高等学校 2年
　「阿波のパワーでえらいやっちゃえらいやっちゃヨイヨイヨイヨイ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高曽根杏香　徳島県立城南高等学校 1年
　「彩り豊かな体想いプレート」　　　　　野村　朱里　岡山県立岡山南高等学校 3年

団体賞（10校）
田園調布学園高等部、三重県立神戸高等学校、滋賀県立大津高等学校、滋賀県立東大津高
等学校、滋賀県立草津高等学校、京都府立鴨沂高等学校、京都府立福知山高等学校、園田
学園高等学校、就実高等学校、東九州龍谷高等学校� （木戸詔子）


